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4 〜 10 回報告で解説した用語については，丸数字で報告番号を，アラビア数字で注番
号を記し，かっこでくくった（例：（④ - ＊ 13）は第 4 回報告の＊ 13 をあらわす）。ま

































































































































金 ：それでも暮らしていると，この時局が起きた［情勢が変わった］。私が 10 歳，10 歳
になった年に少しずつ訳が分かってくる時に。10 歳，11 歳 ，12 歳の時に。うちの家が，
ちょうど小高いところにある家だ。老人たちが遊んだり，青年たちも遊んでいる。そこ
がうちの家のところだから。それで夜には，私も子どもの時だから，こうして外に出て























































































































金 ：学校はその時 5 年生やったのに。咸徳国民学校はなかった。大隊本部＊5［として使わ
れていて］。学校はない。
――お


































































































































コ ブ ン タ ル リ
은달리［曲月洞，大屹 2 里の俗称］。咸徳の少し上。大屹里の곱



























































































































































































































　　 「높이 들어라 붉은 깃발을 /그 밑에서 굳게 맹세해 /비겁한 자야 갈라면 가라 / 
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　4・3 事件当時，蜂起した武装隊を鎮圧するため派遣された第 9 連隊・第 2 連隊のうち，
1 個大隊は朝天面（現・済州市朝天邑）咸徳里の旧・咸徳国民学校に本部を置いていた。
駐屯の時期は明確ではないが，第 9 連隊が鎮圧作戦を本格化させた 1948 年 11 月ごろに
駐屯をはじめ，同年 12 月 29 日に第 2 連隊に交替した後はその第 3 大隊が駐屯し，第 2 連
隊が撤収する 1949 年 8 月までは駐屯し続けたものと見られている。なお咸徳警察支署も
1948 年 5 月 13 日に武装隊の襲撃で全焼した後，同じく旧・咸徳国民学校に移動していた。
　咸徳里およびその近隣地域住民たちは，嫌疑をかけられればこの大隊本部に連行され，
その多くが殺害された。とくに第 2 連隊第 3 大隊は 1949 年 1 月，住民約 400 名を殺害し
た北村事件を引き起こしている（後掲＊ 6 参照）。
　なお第 2 連隊撤収後は再び咸徳国民学校として使用されていたが，同校は 1974 年に移
転し，現在その跡地はリクレーション施設として活用されている。
＊ 6　北村事件
　1949 年 1 月 17 日，朝天面（現・済州市朝天邑）北村里で韓国軍の手により引き起こさ
れた 4・3 事件中の代表的な大規模虐殺事件。この日の朝，旧左面（現・済州市旧左邑）
細花里に駐屯していた第 2 連隊第 3 大隊の一部兵力が大隊本部のある朝天面咸徳里へ移動


















を虐殺した現場のひとつ。当時は砂で覆われた低い丘であったという。1948 年 12 月 1 日，
咸徳里周辺に隠れていた青年 6 名が，武装隊協力者という理由で第 9 連隊所属大隊の兵士
に捕らえられ，この地で住民たちの目の前で銃殺された。兵士たちが立ち去った後，この
措置に抗議していた 2 名の年配男性も，西北青年団出身の応援隊員によって銃殺されてい
る。また 1949 年 1 月 19 日には第 2 連隊第 3 大隊が，住民 10 余名を逃避者の家族として，
この地で銃殺した。現在は松の木と芝生に覆われた美しい丘になっている。
おことわり
　『大阪産業大学論集　人文・社会科学編』第 13 号（2011 年 10 月）に掲載した「解
放直後・在日済州島出身者の生活史調査（10・上）」の下篇は，都合により，本論
集には掲載できなくなりました。読者のみなさまには，謹んでおことわりとお詫
びを申し上げます。
